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醐会願鴬

実
質
収
支

は
一

平
成
W
年
度
か
S
4

概要

⑧7 

7 

定例会

※
用
語
は

9
P
を
ご
覧
下
さ
い

。

な

し

』

(
監
査
委
員
審
査
意
見
書
よ
り
)

第

3
固
定
例
会
は
、

9
月
4
日
か
ら

9
月
仔
固
ま
で
の
昨
日
間
の
日
程
で
開

催
さ
れ
、
平
成
初
年
度
岡
垣
町
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
な
ど
、
初
議
案
と
、

報
告
2
件
、
発
議
1
件
に
つ

い
て
審
議
を

行
い
ま
し
た。

本
議
会
で
提
出
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、

①
岡
垣
町
石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対
策
基

金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

②
平
成
幻
年
度
岡
垣
町
一
般
会
計
補
正

予
算
(
第
3
号
)

③
平
成
却
年
度
岡
垣
町
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

④
平
成
初
年
度
岡
垣
町
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

ほ
か
特
別
会
計
決
算
5
件
に
つ
い
て

⑤
岡
垣
町
同
報
系
無
線
設
置
工
事
請
負

契
約
に
つ
い
て

岡垣町各会計決算概要

収入額 | 支出額

一般会計 I 7川，330，824I 7，387，680，461 
国民健康保険会計 I 3，620，249.7おI3，501，514，889 
老人保健会計 I 4ぬ091，580I 420，015，046 

後期高齢者亙療会計 I 421，962，939 I 419，605，623 

住宅新築資金会計 I 1，975，372 I 1，776，795 
水道事業会計 I 659組，5391 885胤 691

下水道事業会計 I 2，093，526，584 I 2，387，882，951 
※水道・下水道事業会計は、公営企業会計のため、収益的、資本的な収入支出を合算
して表示しています。

。岡垣町財政健全化審査意見書

岡垣町の財政健全化を判断する数値は、全会計を連結した収支は前年度

に引き続き大幅な黒字であり、数値は算定されず、健全な財政状況を示す

結果であり、各会計ともに是正改善を要する事項は「特になし」と岡垣町監

査委員の審査意見書にあります。

(単位:円)

差引額

331，650，363 

118，734，896 

16，076，534 

2，357，316 

198，577 

公営企業会計のた
め表示できません

-平成20年度



定例会概要

す町

平
成
引
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
3
号
)

-1億
5
9
9
0
万
円
の
追
加
補
正

主
な
歳
出

O
退
職
手
当

(
1名
分
)

2
5
6
1
万
円

O
子
育
て
応
援
特
別
手
当

3
2
4
0
万
円

O
こ
ど
も
未
来
館
シ
ロ
ア
リ
駆
除
等
9
9
万
円

O
ガ
ン
検
診
委
託
料

3
4
0
万
円

O
緊
急
雇
用
創
出
事
業
費

6
3
1
万
円

O
商
工
会
補
助
金
(
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
)

3
0
0
万
円

O
J
R
海
老
津
駅
南
側
開
発
事
業
費
2
2
0
0
万
円

O
災
害
復
旧
費

3
8
5
2
万
円

※
7
月
の
中
国
・
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る

岡
垣
町
の
被
害
は
、

①
住
家
被
害
は
、
床
上
浸
水

2
棟
、
床
下
浸

水
6
棟

②
道
路
・
河
川
等
被
害
は
、
農
林
災
害
日
ヶ

所
、
道
路
・
河
川
災
害
げ
ヶ
所
、
教
育
施

設

1
ヶ
所
の
合
計

ωヶ
所
に
の
ぼ
り
ま

し
た
。

※
採
決
の
結
果
は

6
P
を
ご
覧
下
さ
い
。

V
平
成
初
年
度

、

一
般
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

-
審
査
意
見
書
か
ら
み
る
歳
入
の
特
徴

大
型
商
業
施
設
の
出
庖
を
含
む
固
定
資
産

税
が
増
収
と
な
り
、
地
方
税
は
初
億
円
を
超
え

る
歳
入
と
な
っ
た
。

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
主
に
特
別
交
付

税
が
増
収
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
各
種
交

付
税
は
景
気
低
迷
の
影
響
を
受
け
減
少
し
て

い
る
も
の
が
多
く
、
一
般
財
源
全
体
で
は
ほ
ぼ

前
年
並
み
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
自
主
財
源
の
確
保
の
取
り
組
み
な
ど

を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
今
年
度
も
基
金
を
取

り
崩
す
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

-
審
査
意
見
書
か
ら
み
る
歳
出
の
特
徴

総
務
費
に
お
け
る
総
務
管
理
費
の
大
幅
な

増
加
、
土
木
費
の
大
幅
な
減
少
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
、
全
体
的
に
は
微
増
と
な
っ
て
い
る
。

歳
出
決
算
額
を
性
質
別
に
分
類
す
る
と
、

①

②

③

 

投
資
的
経
費
で
は
、
普
通
建
設
事
業
費
、
災
害

④
 

復
旧
事
業
費
及
び
失
業
対
策
事
業
費
の
全
て

に
お
い
て
大
幅
な
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

※
①
か
ら
④
の
用
語
の
説
明
は
、
g
p
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い。

V
報

①
平
成
初
年
度
財
政
健
全
化
判
断
比
率
等
の

報
告
に
つ
い
て

②
平
成
初
年
度
財
団
法
人
岡
垣
サ
ン
リ

l
ア

イ
管
理
公
社
決
算
報
告
に
つ
い
て

昌ユ
Eヨ

2 
件

v 
発

議

件

天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年
奉
祝
賀
調
決
議

賀
詞天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
本
年

御
即
位
二
十
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
誠
に
慶

賀
に
堪
え
ま
せ
ん
。

天
皇
陛
下
皇
后
陛
下
の
万
歳
を
こ
と
ほ

ぎ
、
こ
こ
に
岡
垣
町
議
会
は
町
民
を
代
表
し
て

謹
ん
で
お
祝
い
を
表
し
奉
り
ま
す
。

福
岡
県
岡
垣
町
議
会

V
全
員
協
議
会
の
議
題

①
岡
垣
町
下
水
道
使
用
料
金
改
定
(
案
)
に
つ
い
て

②
福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町
外
二
カ
町
競
艇
施

行
組
合
に
つ
い
て

③
第

7
管
区
海
上
保
安
本
部
公
舎
に
つ
い
て

④
議
会
の
改
革
と
活
性
化
方
策
に
つ
い
て

(
議
会
経
費
の
見
直
し
に
つ
い
て
な
ど
)



崎被酎

岡垣町一般会計歳入歳出平成20年度

決算認定について

平
山

弘

費

給
食
サ
ー
ビ
ス
を
週

3
回
か
ら

5
回
に
し
た
な
ど
は
評
価
す
る
が
、

財
政
を
優
先
す
る
「
岡
垣
町
行
財
政

構
造
改
革
」
が
福
祉
を
後
退
さ
せ
る

結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

老
人
憩
い
の
家
の
利
用
者
は
約

7
万
人
い
ま
し
た
が
、
入
浴
料
が

1
0
0
円
に
な
っ
て
半
分
に
減
り

ま
し
た
。

2
年
目
の
平
成
初
年
度

も
利
用
者
は
回
復
し
ま
せ
ん
で
し

た。
重
度
障
が
い
者
へ
の
タ
ク
シ
ー
初

乗
り
利
用
券
、
手
話
通
訳
利
用
者

一
部
負
担
、
道
路
改
良
費
2
0
0
0

万
円
削
減
、
吉
木
小
給
食
の
民
間

委
託
な
ど
も
問
題
で
し
た
。

経
済
的
に
も
社
会
的
に
も
弱
い

立
場
に
お
か
れ
て
い
る
町
民
に
、
福

祉
の
心
を
持
っ
た
暖
か
い
町
政
を

求
め
ま
す
。

季き

鼠

西
田

陽
子

重

実
質
収
支
は

2
億
7
4
0
0
万

の
黒
字
で
す
が
、
基
金
か
ら
は
昨
年

よ
り
大
幅
増
の

1
億

2
0
0
0
万

円
を
繰
り
入
れ
て
い
ま
す
。
公
債
費

目
借
金
も
5
億
2
0
0
0
万
で
す
。

経
常
収
支
比
率
は
但
・

5
で
昨
年

よ
り
硬
直
化
し
て
い
ま
す
。
失
業
率

は
最
高
と
な
り
閉
塞
感
の
中
、
岡
垣

町
の
住
民
の
暮
ら
し
に
手
厚
い
施

策
が
充
分
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
町

長
の
交
際
費
や
食
糧
費
へ
の
考
え

方
は
裁
量
権
の
拡
大
解
釈
な
ど
相

も
変
わ
ら
ず
旧
態
依
然
と
し
て
い

ま
す
。
す
べ
て
の
分
野
で
の
徹
底
し

た
無
駄
遣
い
の
排
除
や
情
報
公
開

の
推
進
で
、
住
民
に
公
金
の
使
い
道

を
し
っ
か
り
と
説
明
責
任
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
な
し
に
、
住
民
と
の
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

食
糧
費
決
算
は
3
1
9万
で
す
。

陸

山
田

議
員

平
成
初
年
度
当
初
予
算
は
樋
高

町
政
の
元
で
提
出
さ
れ
た
。
町
長
施

政
方
針
の
中
で
平
成
初
年
度
は
「
今

後
の
発
展
に
向
け
た
町
づ
く
り
の

姿
を
形
づ
く
る
」
と
し
て
位
置
づ
け

る
と
方
針
が
示
さ
れ
た
第
4
次
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
沿
っ
て
、

地
域
再
生
計
画
、
第

2
次
公
共
交

通
体
系
整
備
計
画
、
健
康
増
進
計

画
、
第
2
次
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
、
障
害
福
祉
計
画
な
ど
今
後

の
町
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
計
画

書
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
こ

の
計
画
書
に
沿
っ
て
い
ろ
ん
な
事
業

が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
訳
で

す
。
私
は
こ
の
事
は
ま
さ
に
施
政
方

針
に
示
さ
れ
た
よ
う
な
施
策
と
し

て
評
価
す
べ
き
も
の
と
思
う
。

1

月
に
は
宮
内
町
政
に
チ
ェ
ン
ジ
し
、

宮
内
町
政
が

5
つ
の
選
挙
公
約
を

.
着
実
に
実
行
し
岡
垣
町
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
ん
こ
と
を
望
む
。

太
田

3盆
議
員

樋
高
前
町
長
は
、
平
成
初
年
度

の
施
政
方
針
と
し
て
、
「
自
主
・
自

立
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
「
決
断
と
実
行
」
に
よ
り
、
第
四

次
総
合
計
画
に
掲
げ
た
施
策
の
実

行
と
引
き
続
き
行
財
政
改
革
に
取

り
組
む
姿
勢
で
予
算
編
成
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

宮
内
町
長
に
代
っ
た
後
も
そ
の

姿
勢
は
変
わ
ら
ず
、
国
の
動
向
が

見
定
め
ら
れ
な
い
状
況
の
中
、
長

期
的
視
野
に
立
ち
、
今
後
の
財
政

需
要
に
も
対
応
可
能
な
財
政
経
営

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
第
四
次
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
の
湖
ゆ
五
つ

の
将
来
像
に
た
い
し
て
、
真
撃
に
取

り
組
ま
れ
そ
の
成
果
報
告
書
に
も

一
つ
一
つ
の
評
価
と
今
後
の
課
題
が

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
「
町
民

と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
」
に
お
い
て
は
、
町
内
各

小
学
校
校
区
に
設
立
さ
れ
た
校
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
設
立
は
、
岡
垣
町

が
大
き
く
変
わ
る
第
一
歩
で
あ
る
と

評
価
し
、
賛
成
と
い
た
し
ま
す
。



平成20年度岡垣間後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算認定について

歯酎t 

平
山

弘

警
ft 

後
期
高
齢
者
の
は
り
・
灸
治
療

へ
の
岡
垣
町
独
自
の
助
成
制
度
は

評
価
し
ま
す
。

し
か
し
、
後
期
高
齢
者
の
医
療

制
度
は
、
な
ん
ら
正
当
な
理
由
も
な

く
符
歳
を
線
引
き
し
て
、
高
齢
者

を
差
別
し
、
い
じ
め
る
も
の
で
、
問

題
の
多
い
医
療
制
度
で
す
。

自
民
・
公
明
政
権
が
医
療
費
の

削
減
を
呂
的
に
し
て
つ
く
っ
た
も
の

で
す
。厚
労
省
は
百
歳
以
上
の
方
は
、

し
っ
か
ん

①
治
療
の
長
期
化
、
複
数
疾
患
、
②

認
知
症
が
多
い
、
③
い
ず
れ
死
を
迎

え
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
病
気
ば

か
り
す
る
年
よ
り
は
早
く
死
ね
、
と

一
言
わ
ん
ば
か
り
で
し
た
。

し
か
も
、
保
険
料
を
滞
納
す
る

と
保
険
証
を
取
り
上
げ
る
と
い
う

無
慈
悲
な
制
度
で
す
。

資

鼠

竹
内

和
男

重

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
高

齢
者
の
臼
%
以
上
が
、
い
ま
の
ま
ま

で
良
い
と
し
て
い
る
。
新
政
権
は
、

こ
れ
を
廃
止
す
る
と
言
う
。
自
治

体
の
大
き
な
事
務
の
増
大
・
困
難

き

ぐ

を
招
く
と
、
危
倶
し
て
い
る
。

お
年
寄
り
が
、
安
心
し
て
医
療

に
か
か
れ
，
る
制
度
に
し
て
お
く
こ

と
が
、
極
め
て
大
事
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
民
主
党
政
権
が
、
医

療
制
度
改
革
の
導
入
に
頑
張
っ
て

い
る
が
、
残
念
な
が
ら
国
民
の
半
数

以
上
が
、
医
療
皆
保
険
制
度
に
す

る
こ
と
に
、
反
対
し
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
高
所
得
の
人
た
ち

が
、
負
担
を
拒
む
と
い
う
大
き
な

構
図
が
あ
る
。

日
本
の
、
同
制
度
に
対
す
る

一
部

マ
ス
コ
ミ
等
の
、
反
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
、
同
質
の
も
の
で
あ
り
、
国
民
に

誤
解
を
与
え
て
し
ま
っ
た
。

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
l
で
一一言、っ、

マ
ス
コ
ミ
の
情
報
が
正
し
い
か
ど
う

か
を
、
見
極
め
な
け
れ
ば
い
け
な

ミ

。

-
U
V
 

「メーン!!J高倉宮奉納試合にて



蹴時被
20.案ほか決簡について

議員の賛成0・反対・・退席退・欠席欠

採決日 議席番号 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 
9月4日 岡垣サンリーアイ外壁等改修工事請負変

市 木 久
下j路11 石井
太
矢島 西 竹内

山 平山 藤崎 大主...... 主.. 横山更契約について 他1件
津 原 イ果 角 田 田 田

9月17日 議会の議員その他非常勤の職員の公務災 結果
秀田昭害補償等に関する条例の一部を改正する 広
次
善彦 要 悪 陽 手口 隆

三J圏i口A 
貴

条例他18件 海 勲 祐 5畠子 子 男 弘 光 子

議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に
可決 。。。。。。。。。。。。。。。

関する条例の一部を改正する条例

岡垣町国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決 。。。。。。。。。。。。。。。
岡垣町公民館の設置及び管理に関する条例の一部を

可決 。。。。。。。。。。。。。。。
改正する条例

岡垣町石油貯麗施設lL地対策基金の設置、管理及び
可決 。。。。。。。。。。。。。。。

処分に関する条例の制定について

福岡県自治会館管理組合を組織する地方公共団体の

数の減少及び福岡県自治会館管理組合規約の変更に 可決 。。。。。。。。。。。。。。。
ついて

福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合を組織する

地方公共団体の数の憎減及び福岡県市町村消防団員等 可決 。。。。。。。。。。。。。。。
公務災害補償組合規約の変更について

福岡県介護保険広域連合を組織する地方公共団体の

数の減少及び福岡県介護保険広域連合規約の変更に 可決 。。。。。。。。。。。。。。。
ついて

福岡県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共

団体の数の増減及び稽岡県後期高齢者医療広域連合 可決 。。。。。。。。。。。。。。。
規約の変更について

平成21年度岡垣町一般会計補正予算(第3号) 可決 。。。。。。。。。。。。。。。
平成21年度岡垣町国民健康保検事業特別会計補正

可決 。。。。。。。。。。。。。。。
予算(第2号)

平成21年度悶垣初老人保健事業特別会計補正予算
可決 。。。。。。。。。。。。。。。

(第1号)

平成20年度岡垣町一般会計歳入歳出決算認定1<: 賛成多数。。• 。。。。。• 。。• 。。。ついて 圭田思l:.¥̂中ζ二ー

平成20年度岡頃町国民健康保険事業特別会計歳入 賛成多数。。• 。。。。。。。。• 。。。歳出決算認定について 認定

平成20年度岡垣留7老人保健事業特別会計歳入歳出
認定 。。。。。。。。。。。。。。。

決算認定について

平成20年度岡垣町後期間齢者医療特別会計歳入歳出 賛成多数。。• 。。。。。。。。• 。。。決算認定について 認定

平成20年度岡垣町住宅新築資金等貸付事業特別会
認定 。。。。。。。。。。。。。。。

計歳入歳出決算認定について

平成20年度岡垣町水道事業会計決算認定について 認定 。。。。。。。。。。。。。。。
平成20年度岡垣町下水道事業会計決算認定について 雪田刃"'中《ζニ 。。。。。。。。。。。。。。。
岡垣サンリーアイ外壁等改修工事請負変更契約に 賛成多数。。欠。• 。。。。。。。。。。ついて 可決

岡垣町間報系無線設置工事請負契約について 可決 。。欠。。。。。。。。。。。。
天皇陛下御即位二十年奉祝賀詞決議 可決 。。。。。。。。。。。。。。。



一般質問

す度

.-、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
は

田I
長

行
動
計
画
で
住
民
を
守
る

和男 議員竹内
け

ね

ん

岡
国

集
団
感
染
の
発
生
も
懸
念

さ
れ
る
中
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
の
行
動
計
画
で
ど
の
よ
う
に

町
民
を
守
る
た
め
の
施
策
を
実
行

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

回
国

今
後
、
様
々
な
事
象
が
起

こ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
行
動
計
画

に
基
づ
き
、
的
確
に
対
応
を
行
い
、

住
民
の
安
全
な
暮
ら
し
を
守
っ
て

い
く
。

回
国

一
部
に
重
症
化
し
や
す
い

「
ハ
イ
リ
ス
ク
」
の
人
達
へ
の
支
援

は
ど
う
計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
。

岡
国

国
は
、
重
症
化
し
や
す
い

患
者
な
ど
に
向
け
た
手
引
き
を
作

成
す
る
予
定
に
し
て
お
り
、
今
後
は

こ
う
し
た
資
料
も
活
用
し
な
が
ら
、

感
染
の
予
防
に
努
め
た
い
。

間
困

介
護
職
員
等
の
研
修
を
。

問
屋

可
能
な
ら
検
討
す
る
。

回
国

県
な
ど
の
出
前
講
座
な
ど

誘
致
し
、
研
修
が
出
来
な
い
か
。

開
国

施
設
を
組
織
す
る
団
体
と

協
議
し
て
、
研
修
に
見
合
う
費
用

が
、
県
か
ら
出
る
な
ど
、
可
能
で
あ

る
な
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

岡
国

他
自
治
体
の
中
で
は
す
で

に
女
性
特
有
の
が
ん
で
あ
る
「
子
宮

頚
が
ん
」
、
「
乳
が
ん
」
の
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
が
す
で
に
配
布
さ
れ
て
い

る
。
岡
垣
町
と
し
て
い
つ
配
布
す
る

の
か
。

帰
国

議
決
を
い
た
だ
い
て
、
で
き

る
だ
け
凶
月
に
発
送
出
来
な
い
か
、

考
え
て
い
る
。

間
困

前
立
腺
が
ん
の

P
S
A
検

査
を
、
他
の
血
液
検
査
と
同
時
に
出

来
な
い
か
。

回
固

ま
ず
は
、
ご
本
人
が
医
師

に
申
し
出
て
い
た
だ
き
た
い
。

合
わ
せ
て
、
医
師
会
と
も
協
議

し
て
み
た
い
。

冬の季節に気をつけようf



ぷ驚一般質問

緊
急
雇
用
事
業
の
追
加
を

田I
長

追
加
予
算
を
計
上
し
て
い
る

弘議員平山

回
目

緊
急
雇
用
創
出
事
業
、
ふ

し
ん
ち
ょ
く

る
さ
と
雇
用
再
生
事
業
の
進
捗
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

国
国

町
が
臨
時
職
員
と
し
て
採

用
す
る
分
は
記
名
の
応
募
の
中
か

ら
緊
急
性
の
高
い

8
名
の
方
を

8

月
1
日
か
ら
臨
時
職
員
と
し
て
雇

用
し
て
い
る
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
作
業

を
委
託
す
る
予
定
の
も
の
に
つ
い
て

は
、
就
業
人
員
は
お
名
程
度
で
日

月
以
降
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

園
田

シ
ル
バ
ー
に
委
託
す
る
分

が
遅
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

国
国

シ
ル
バ
ー
に
委
託
す
る
緊

急
雇
用
事
業
は
、
印
歳
以
上
で
、
失

業
し
て
い
る
人
が
対
象
な
の
で
、
こ

の
確
保
が
難
し
い
面
も
あ
る
。

園
田

町
が
臨
時
職
員
と
し
て
雇

用
す
る
ほ
う
が
、
早
く
て
効
果
が
有

る
の
で
は
な
い
か
。

岡
国

そ
の
と
お
り
だ
が
、
県
の
配

分
等
が
ど
う
な
る
の
か
。

委
託
事
業
は
町
と
し
て
や
り
に

く
い
も
の
が
あ
る
と
県
に
改
善
措

置
を
求
め
た
い
。

国
間

緊
急
雇
用
事
業
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
予
算
を
ム
ダ
な
く
活

用
す
る
考
・
え
か
。

問
国

町
に
配
分
さ
れ
た
財
源
は

全
額
活
用
し
、
町
内
の
雇
用
創
出
と

経
済
対
策
に
、
住
民
福
祉
の
向
上

に
つ
な
が
る
よ
う
に
努
め
る
。

園
田

緊
急
雇
用
事
業
の
、
追
加

予
算
は
考
え
て
い
る
か
。

回
国

町
で
の
直
接
の
一
用
事
業

と
、
シ
ル
バ
ー
な
ど
民
間
等
へ
の
委

託
事
業
を
実
施
す
べ
く
、
今
議
会

で
補
正
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

*
他
に
豪
雨
災
害
の
被
害
補
償
、
災

害
復
旧
、
災
害
防
止
対
策
に
つ
い

て
も
二
般
質
問
し
ま
し
た
。

交
際
費

(
公
金
)
支
出
の
透
明
化
を
f

す
べ
て
を
明
5
か
に
は
で
き
な
い

陽子議員西田

伐採が待たれる大坪・イシキ線(山田)

岡
田

新
町
長
就
任
時
に
町
長
交

際
費
の
情
報
公
開
に
基
づ
く
公
正

公
平
な
使
わ
れ
方
を
申
し
入
れ
て

い
た
が
、

5
月
お
日
に
「
陳
情
に
か

か
る
地
元
協
議
時
費
用
」
と
し
て
4

万
円
程
度
が
支
払
わ
れ
て
い
る
が
、

相
手
方
、
陳
情
の
内
容
、
ど
こ
の
地

元
か
等
説
明
を
求
め
る
。

国
国

公
表
す
る
と
、
相
手
方
が

不
快
な
感
情
を
京
す
、
施
政
方
針

決
定
に
重
要
な
支
障
を
き
た
す
、

将
来
の
部
分
に
つ
い
て
未
確
定
な

部
分
で
一
言
え
な
い
。

岡
田

1
市
3
町
を
調
査
し
た
が
、

公
開
し
な
い
等
あ
り
え
な
い
と
の
こ

と
。
ま
た
答
弁
書
に
は
「
聞
か
れ
た

ま
ち
づ
く
り
」
と
あ
り
、
矛
盾
す
る
。

回
国

重
要
な
部
分
で
、
す
べ
て
明

ら
か
に
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

岡
田

9
月
1
日
の
福
岡
高
裁
の

判
決
に
よ
る
と
「
立
証
で
き
な
い
場

合
は
必
要
性
が
な
い
と
推
認
さ
れ

ひ

み

つ

り

る
。
秘
密
裏
に
支
出
さ
れ
る
こ
と

は
地
方
自
治
法
の
趣
旨
に
反
す
る
。

相
手
方
の
不
利
益
を
過
度
に
考
慮

す
る
の
は
相
当
で
は
な
い
」
と
あ
る
。

お
く
そ
く

公
開
さ
れ
な
い
と
様
々
な
憶
測
を

生
む
。

開
園

町
の
重
要
な
政
策
を
推
進

す
る
上
で
必
要
と
判
断
し
た
。
社
会

人権の花「ひまわりJ

る通
。今

か
ら
逸2
脱5
し
な
Uミ

範
囲
で
あ

*
他
に
人
権
問
題
の
啓
発
・
推
進
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。



一般質問

積

自
:.La. 
，ロ
区
の
未
加
入
世
帯
の
加
入
を
早
急

田I
長

自
治
区
加
入
促
進
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
て
い
る

‘ば下川路勲議員

岡

国

区
へ
の
加
入
世
帯
の
現

状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

回
国

町
全
体
の
約
一
割
の
世
帯

が
未
加
入
で
あ
る
。

国
間
国

来
加
入
の
世
帯
が
増
え

て
い
る
と
聞
く
が
そ
の
対
策
は
。

国
国

自
治
区
加
入
者
対
策
会
議

を
開
催
し
、
「
自
治
区
加
入
促
進
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

国
間
闘

会
議
を
聞
い
た
り
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
だ
け
で
よ
い
の
か
。

回
国

転
入
時
に
住
民
諜
窓
口
に

て
、
自
治
区
の
仕
組
み
を
紹
介
し
加

入
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
貸
家
の
方

に
は
建
築
主
や
管
理
会
社
を
通
し

て
入
居
者
の
自
治
区
加
入
に
つ
い

て
も
協
議
を
し
て
い
る
。

岡

国

七
月
末
の
集
中
豪
雨
に

つ
い
て
避
難
場
所
を
問
う
。

回
国

小
中
学
校
七
ヶ
所
及
び
他

の
公
共
施
設
や
い
こ
い
の
毘
も
指

定
し
て
い
る
。

岡

国

い
こ
い
の
里
は
、
住
民
か

ら
の
要
望
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
は
な

い
の
か
。

同
国

い
こ
い
の
里
は
、
障
害
の
あ

る
方
な
ど
の
避
難
所
と
し
て
指
定

り
ん
き
お
う
へ
ん

し
て
い
る
が
、
臨
機
応
変
に
対
応
し

た。目
聞
閏

雨
だ
け
で
は
な
く
風
、

地
震
、
火
事
等
の
災
害
が
想
定
さ

れ
る
が
、

そ
の
対
応
は
。

岡
国

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き

警
戒
本
部
、
対
策
本
部
を
設
け
状

況
に
応
じ
て
段
階
的
に
対
応
で
き

る
体
制
を
築
く
様
に
し
て
い
る
。

国
間
国

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

育
成
会
の
関
連
で
区
で
は
混
乱
し

て
い
る
の
で
は
。

国
国

育
成
会
は
子
ど
も
た
ち
の

健
全
な
育
成
を
目
的
に
し
て
お
り
、

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
自
治
区
の

||ぱIliヒIlこI
3去化全健政財方地

枠
を
越
え
て
環
境
美
化
や
防
犯
活

動
な
ど
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
連
携
さ
れ
て
い

る。

ー
、
目

的

地
方
自
治
体
の
財
政
の
健
全
性

に
関
す
る
比
率
を
公
表
し
、
そ
の

比
率
に
応
じ
て
財
政
の
早
期
健
全

化
を
図
る
た
め
の
計
画
を
策
定
す

る
制
度
で
、
a

早
期
に
自
主
的
な
改

善
努
力
等
に
よ
る
財
政
の
健
全
化

を
進
め
る
た
め
定
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

2
、
健
全
化
判
断
比
率
等
に
つ
い
て

実
質
赤
字
比
率
な
ど

4
つ
の
健

全
化
判
断
比
率
と
公
営
企
業
の
資

金
不
足
比
率
に
つ
い
て
、
監
査
委

員
の
審
査
を
受
け
、
そ
の
意
見
を

付
け
て
議
会
に
報
告
し
、
公
表
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
等
の
い
ず
れ

か
が
基
準
以
上
の
場
合
に
は
、
議

会
の
議
決
を
経
て
財
政
健
全
化
計

画
等
を
定
め
、
そ
の
実
施
状
況
を

公
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

指
標
の
公
表
は
、
平
成
四
年
度

決
算
か
ら
、
財
政
健
全
化
計
画
等

の
策
定
は
平
成
初
年
度
決
算
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。

⑧
財
政
調
整
基
金

年
度
内
の
財
源
の
不
均
衡
を
調

整
す
る
た
め
に
、
積
み
立
て
ら
れ

た
積
立
金
の
こ
と
。

①
投
資
的
経
費

収
支
効
果
が
長
期
間
に
わ
た
っ

て
持
続
す
る
経
費
で
、
地
方
財
政

に
お
い
て
、
普
通
建
設
事
業
費
、

災
害
復
旧
事
業
費
、
失
業
対
策
事

業
費
を
い
う
。

②
普
通
建
設
事
業
費

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
公
園
、
学

校
、
公
営
住
宅
の
建
設
等
行
政
水

準
向
上
の
た
め
の
経
費

③
災
害
復
旧
事
業
費

暴
風
、
豪
雨
、
豪
雪
、
洪
水
、

高
潮
、
地
震
、
津
波
そ
の
他
の
異

常
な
天
然
現
象
に
よ
っ
て
生
じ
た

災
害
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
施

設
等
を
原
形
に
復
旧
す
る
た
め
の

経
費

④
失
業
対
策
事
業
費

失
業
者
に
就
業
の
機
会
を
与
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
厚
生
労

働
大
臣
が
樹
立
す
る
計
画
及
び
そ

の
手
続
き
に
従
っ
て
、
国
自
ら
又

は
国
庫
の
補
助
に
よ
り
、
地
方
公

共
団
体
等
が
実
施
す
る
事
業
の
た

め
に
必
要
な
経
費
。
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厳
舎
事
事
局
職
闘
が

替
わ
り
ま
し
た
.

議
会
事
務
局
長
高
山
哲
郎

係

長

神

屋

聖

子

書

記

渡

辺

祐

佳

里

平
成
担
年
目
月

1
日
の
人
事

異
動
に
伴
い
、
広
渡
英
一
係
長
が

上
下
水
道
課
へ
異
動
し
、
新
た
に

神
屋
聖
子
係
長
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

議
会
事
務
局
は
、
議
会
に
関
す

る
す
べ
て
の
事
務
を
行
な
い
ま
す
。

議
会
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
よ
う
奮
闘
を
期
待
し
ま
す
。

とうを
傍聴席ヘ
次の定例会は

12月ブ日伺)
開会の予定

神屋さん高山さん渡辺さん

市

津

広

海

先
の
国
政
選
挙
で
政
権
交
代
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
民
主
党
の
公
約
で
、
脱

官
僚
を
基
本
に
、
一
例
を
挙
げ
ま
す
と
、

福
祉
面
で
は
、
高
期
高
齢
者
医
療
制

度
、
障
害
者
自
立
支
援
法
等
の
廃
止
、

大
胆
な
政
治
改
革
が
断
行
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

国
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、
岡
垣

町
の
第
4
次
総
合
後
期
基
本
計
画
に

沿
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
い
ち
早
く

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
屈
の
政
策
次
第

で
は
、
岡
垣
町
基
本
計
画
の
、
抜
本
的

な
見
直
し
が
、
生
む
て
き
ま
す
。

最
後
に
先
の
自
民
党
政
権
時
代
に
、

地
方
分
権
の
推
進
と
書
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
現
実
は
進
ん
で
い
な
い
。
税

金
の
配
分
を
国
が

6
割
、
地
方
が

4

割
、
新
政
権
に
早
期
に
望
む
と
こ
ろ
は

5
割
配
分
で
す
。

5
割
配
分
に
よ
り
、

更
な
る
町
の
活
性
化
を
期
待
し
ま
す
。
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